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Ａ　直線的な目黒川流域に展開する目黒集落（目黒鳥屋から）

Ｂ　目黒地区（中央２・国木谷・西ノ川・上目黒）と鬼ヶ城山系（宇和島市方面）



Ｃ　目黒地区（中央１・下組）と高知県四万十市西土佐大宮方面

Ｄ　江戸時代初期の景観を今に伝える目黒山形（木彫りの地形模型）



Ｅ　目黒川から水田に直接引水するため発達した江戸時代以来の水路

Ｆ　水田と目黒川の低温水を温める工夫「ウラミゾ」



Ｇ　滑床から吹き下ろす強い季節風（ニシカゼ）から家屋を守るカゼガキ（防風石垣）

Ｈ　屋敷配置「山裾型」と「平坦部型」



Ｉ　目黒全域を巡行する牛鬼と民家

Ｊ　目黒地域の領域意識・境界意識をうかがうことができるわら草履と木札



Ｋ　伝統芸能「チャガカン（念仏太鼓）」の継承と目黒住民の寄り合いの場の建徳寺

Ｌ　住民主体の景観保全活動「蛍の畦道」ライトアップ



序

“この森にあそび　この森に学びて　あめつちの　心に近づかむ”
　この言葉は、松野町初代町長の岡田倉太郎氏が滑床の豊かな美しい自然を大切に保
護し、この山や渓谷を遊びと学びの場所にしようという想いで残した言葉です。松野
町は「森の国」をキャッチフレーズにまちづくりを推進しておりますが、この「森の
国」とは滑床を含む目黒地域がモデルになったと言っても過言ではありません。
　松野町は、町域の約 84％が山林原野で占められており、「森」とのかかわりを抜き
に町の歴史文化を語ることはできません。そこで松野町では「第１次　松野町文化財
保存活用地域計画」を作成し、「森」をキーワードに歴史文化を活かしたまちづくり
を推進することとしました。
　今回の事業では、重点区域として「目黒の農山村景観」を選出し、その性格や価値
の究明を図ることを目的に調査を実施しました。
　この調査成果が、「目黒らしさ」を再認識する機会となり、まちづくりや郷土の歴
史教育に広く活用されることを願うとともに、町民一丸となったさらなる景観保存・
継承の機運となれば幸いです。
　最後になりましたが、今回の調査及び本書の編集にあたり、ご指導とご協力いただ
きました関係者の皆様に深甚なる敬意と感謝を申し上げますとともに、今後も引き続
いてご厚情賜りますようお願い申し上げます。

令和３年３月　　　　　　　

松野町長　　坂　本　　浩
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